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1．法人の概要 

（1）名称 

一般社団法人リアン 

（2）主たる事務所 

福岡県筑後市大字下北島406番地 

（3）目的 

当法人は、動物愛護精神に基づき、人と動物が適正に共生できる社会の実現及び地域の生活

環境の改善並びに地域社会福祉の向上に寄与することを目的とする。 

（4）事業年度 

毎年4月1日から翌年3月31日まで 

2．当年度の事業概況 

令和6年度において当法人は、定款に定める目的の達成に向け、福岡県筑後地域及びその周
辺において、猫の不妊去勢手術の推進、飼い主のいない又は行き場のない猫の治療・保護・譲

渡・福祉に関わる活動、動物愛護精神の啓発活動、物品販売事業その他必要な事業を実施し

た。 

当年度においても、飼い主のいない猫や行き場のない猫に関する相談が継続的に寄せられ、当

法人はその都度、現地確認、保護の要否判断、必要に応じた捕獲、医療機関との連携、継続的

な飼養管理、譲渡活動等を行った。 

特に、某市公団住宅における20頭の多頭飼育崩壊案件への対応、生活困窮世帯への介入、傷
病猫の救護及び治療、保健所収容猫の引き出し対応等を通じて、地域における猫問題の解決に

努めた。また、シェルター整備として中古トレーラーハウスの移設及び複数棟の改装を進め、保

護猫の飼養環境改善にも取り組んだ。 

一方で、譲渡数を大きく上回る保護相談が継続して寄せられており、TNRを推進してもなお相談
件数の増加に追いつかない状況が続いた。加えて、生活困窮している餌やり者からの相談や、

保護猫のFIP発症等への対応もあり、人的・経済的負担の大きい年度となった。 

3．事業の実施状況 

（1）猫の不妊去勢手術の推進事業 

飼い主のいない猫の繁殖防止及び地域における生活環境の改善を図るため、不妊去勢手術の

推進に取り組んだ。対象となる猫について、相談対応、現地確認、捕獲、動物病院との連携によ

る手術実施等を行い、将来的な猫問題の抑制に努めた。 

令和6年度においては、地域からの相談や生活困窮世帯からの相談案件に対応し、不妊去勢手
術を実施した。特に令和7年2月には、80代の母と50代の息子の二人暮らし世帯から、「お金が



なく猫のご飯が買えず、畑のかぼちゃを茹でて与えている。助けてほしい」との相談を受け、外猫

9頭すべての不妊手術を実施した。あわせて、生活困窮者へのキャットフード支援を開始し、以後
も見守りを継続している。 

【実績】 

・不妊去勢手術実施数：413頭​
 （雌203頭、雄210頭） 

・堕胎数：89件 

・関連相談件数：168件​
※記録が取れている分のみ 

・捕獲対応件数：84件​
※1人につき複数回対応した場合でも1件として計上 

（2）飼い主のいない又は行き場のない猫の治療・保護・譲渡・福祉に関わる
事業 

飼い主のいない猫又は行き場のない猫について、必要に応じて治療、保護、飼養管理、譲渡活

動等を実施した。保護後は、健康状態の確認、感染症対策、隔離管理、継続的な飼養を行い、

譲渡可能な猫については里親募集、譲渡会の実施、面談等を通じて適正譲渡に努めた。また、

譲渡が難しい猫についても、福祉の観点から継続飼養を行った。 

令和6年度の大きな保護案件として、令和6年12月23日、某市公団住宅における20頭の多頭飼
育崩壊案件に対応した。10月末の相談時点で退去命令が出ており、80代の母と50代の娘が年
度内にそれぞれ別の施設へ入所予定であったことから、年内に猫を引き取ってほしいとの要請

があった。近隣の2団体が関わっていたものの解決に至らず、役所より当法人に相談が寄せられ
た。これを受け、室内16頭、室外4頭の計20頭を全頭保護するとともに、室内に保管されていた
35体以上の亡骸も引き取った。保護した20頭についてはウイルス検査を実施し、白血病陽性の
4頭は協力団体へ引き渡し、キャリア別に管理しながら里親につなげている。 

また、令和6年度には、傷病猫の救護にも対応した。市内某所の道路脇で、全身疥癬及び猫風
邪により動けなくなっている猫がいるとの通報を受けて保護し、「次郎長」と名付けて治療を行っ

た。一時は元気を取り戻したが、その後FIPを発症し、当法人にとってFIP治療の経験がほとんど
ない中、今後の保護活動にとって多くの学びを得る事例となった。 

印象的な譲渡事例としては、令和6年5月23日に大牟田市から南筑後保健所に収容された傷病
猫の引き出しがある。当該猫は、目がほぼ見えておらず、脳天にけがを負い、立つこともできな

いほど衰弱していたため、当法人が県登録団体として引き出した。保護当初は看取りも覚悟した

が、徐々に回復し、立てるようになった。その様子をSNSで発信したところ、すぐに里親希望者か
ら面会希望があり、トライアルを経て正式譲渡となった。現在では元気に走り回るまで回復してい

る。 

【実績】​
・新規保護頭数：180頭​
（飼い猫4頭、多頭飼育崩壊49頭、外猫127頭） 



・他団体・個人ボランティアへの譲渡協力数：43頭​
※新規保護数とは別 

・通院件数：136件​
※内訳は別途記載 

・譲渡成立件数：92頭 

・永年預かり頭数：5頭 

・自宅預かり頭数：7頭 

・看取り死亡数：16頭 

・トライアル中：5頭 

・期末飼養頭数：104頭​
※令和7年3月31日時点 

（3）動物愛護精神の啓発活動事業 

動物愛護精神の普及及び適正飼養に関する理解促進を目的として、SNS、広報物、イベントそ
の他の方法により啓発活動を行った。遺棄防止、不妊去勢の必要性、終生飼養、保護猫の現状

等について発信し、人と動物が適正に共生できる社会の実現に向けた意識啓発に努めた。 

令和6年度においては、Instagramを通じて保護活動、譲渡活動、支援募集、保護猫たちの状況
等を継続的に発信した。また、令和7年1月18日には福岡県動物愛護センターにおいて、中田宏
環境副大臣を招き、福岡県内のボランティア団体及び個人との意見交換会を実施した。政治家

と現場ボランティアが直接対話することで、現場の実情を共有し、今後の動物愛護施策を考える

上で有意義な機会となった。 

【実績】 

・SNSによる発信件数：508件​
※Instagramのみ 

・啓発活動実施回数：3回​
※譲渡会以外 

・主催回数：20回 

・イベント参加回数：12回​
 ※主催を除く 

（4）物品販売事業 

当法人の活動資金の確保及び事業継続の一助とするため、物品販売事業を実施した。販売物

の企画、制作、販売、広報等を行い、得られた収益については当法人の目的達成に必要な活動

に充当した。 



令和6年度においては、対面販売のほか、ネットショップを通じた販売も継続した。 

【実績】 

・販売機会数：32回​
※対面販売。別途、ネットショップは常時運営 

・販売件数：対面589件、ネットショップ36件 

・売上額：対面621,240円、ネットショップ101,500円​
（合計722,740円） 

（5）子供服その他生活用品の回収・選別・無償譲渡による資源循環及び子
どもの支援に関わる事業 

令和6年度においては、本事業に関する本格的な実施は行わなかった。 

なお、今後、当法人の目的達成及び地域社会福祉の向上に資する事業として必要が生じた場合

には、定款に基づき実施を検討する。 

【実績】 

・回収件数：0件 

・無償譲渡件数：0件 

・提供先件数：0件 

（6）その他この法人の目的の達成のために必要な事業 

上記事業のほか、当法人の目的の達成のため、寄付募集、支援物資の受入れ、ボランティア受

入れ、関係機関との連携、活動基盤整備等を行った。 

令和6年度においては、シェルター整備及び設備改善として、熊本県菊陽町のアニマルサポート
熊本が使用していた中古トレーラーハウスを当法人へ移設した。これに伴い、自前クラウドファン

ディングを実施し、運搬費及び内装費として410万円の寄付を集めた。あわせて、新設ミッチーハ
ウスに加え、サニーハウス及び親子プレハブの合計3棟の改装を実施し、夏場でもエアコンが効
きやすい快適な飼養環境を整備した。 

また、支援募集を強化した背景として、生活困窮している餌やり者からの相談増加及び保護猫の

FIP発症への対応が挙げられる。生活困窮者フード支援として、年間1,920.3キロの支援を実施し
た。 

例年と比べて、自前クラウドファンディングの実施や行政、政治関係者等を巻き込んだ意見交換

会の開催など、新たな外部連携の取組を進めたことが特徴であった。 

【実績】 

・通常寄付等件数：1,179件​
（手渡し・振込み365件、PayPay488件、ネットショップ単発・定期326件） 



・クラウドファンディング支援件数：757件 

・支援物資受入件数：1,311件 

・ボランティア延べ人数：3,204人 

・生活困窮者フード支援量：1,920.3キロ 

・自前クラウドファンディング寄付額：4,100,000円 

4．法人運営に関する事項 

（1）事業計画及び収支予算に関する事項 

令和6年度開始前に、次年度の事業計画書及び収支予算書を作成し、理事会においてその内容
を審議の上、必要な手続きを行った。 

また、法人の年間運営に必要な会議体の開催時期や書類作成時期について、あらかじめ年間

スケジュールを整理し、円滑な法人運営に努めた。 

（2）計算書類、監査及び決算承認に関する事項 

事業年度終了後、令和6年度の事業報告、貸借対照表、損益計算書その他関係書類を作成し、
監事による監査を受けた。 

その後、理事会において決算承認に関する審議を行い、定時社員総会に報告又は付議するた

めの手続きを行った。 

（3）社員総会の開催状況 

定時社員総会 

開催日：令和7年5月20日 

主な報告・議案： 

・令和6年度事業報告の件 

・令和6年度貸借対照表及び損益計算書承認の件 

・理事及び監事重任の件 

・その他必要事項 

臨時社員総会 

開催日：令和6年10月10日 

主な議案： 



・理事辞任に伴う後任理事選任の件​
　平川美奈氏が理事を辞任することと決まった。​
　江口春海氏が理事となることが決まった。​
　松藤美由紀氏が監事となることが決まった。 

・監事辞任に伴う後任監事選任の件​
　原口美幸氏が監事を辞任することと決まった。​
　松藤美由紀氏が監事となることが決まった。 

・その他必要事項 

※令和6年度においては、理事及び監事の重任並びに年度途中の辞任・後任選任に関し、社員
総会において必要な決議を行った。 

（4）理事会の開催状況 

令和6年度においては、予算承認、決算承認及び業務状況報告に関する理事会を軸に、必要に
応じて理事会を開催し、業務執行の決定、理事の職務執行の監督、社員総会に付議する事項、

規程類の整備その他法人運営上必要な事項について審議した。 

また、理事の重任後には、理事会において代表理事に関する確認及び必要な決議を行い、法人

運営体制の継続を図った。 

第1回理事会　令和6年3月21日 

主な報告・議案： 

・事業計画書及び収支予算書承認の件 

第2回理事会　令和6年6月16日 

・代表理事選定の件​
　現代表理事の川野和美が重任することと決まった。 

・年間運営体制確認の件 

第3回理事会　令和6年10月10日 

・業務執行状況報告の件 

・役員異動後の運営体制確認の件 

第4回理事会　令和7年5月12日 

・令和6年度決算承認の件 

・定時社員総会招集の件 



（5）書類の備置き及び公告に関する事項 

計算書類等については、法令及び定款の定めに基づき、社員総会前に事務所へ備え置き、社員

への提供に対応できる状態を整えた。 

また、定時社員総会後は、貸借対照表を遅滞なく備え置き又は公告することとし、法人として必

要な情報公開に努めた。 

（6）役員変更登記等に関する事項 

役員の改選又は異動があった場合には、社員総会及び理事会で必要な手続きを経た上で、速

やかに登記その他必要な事務手続きを行う体制を整えた。 

（7）会員の状況 

当法人の会員は、正会員、賛助会員及びボランティア会員の3種で構成される。令和6年度末現
在の会員数は、次のとおりである。 

・正会員　5名 

・賛助会員　0名 

・ボランティア会員　36名 

（8）役員の状況 

令和6年度末現在の役員は、次のとおりである。 

・代表理事　川野 和美 

・理事　　　鶴 佑季子 

・理事　　　川野 和美 

・理事　　　江口 春海 

・監事　　　松藤 美由紀 

なお、当年度中の役員異動は次のとおりである。 

・令和6年6月1日　代表理事 川野 和美 重任 

・令和6年6月1日　理事 平川 美奈 重任 

・令和6年6月1日　理事 鶴 佑季子 重任 

・令和6年6月1日　理事 川野 和美 重任 

・令和6年6月1日　監事 原口 美幸 重任 

・令和6年10月9日　理事 平川 美奈 辞任 



・令和6年10月9日　監事 原口 美幸 辞任 

・令和6年10月9日　理事 江口 春海 就任 

・令和6年10月9日　監事 松藤 美由紀 就任 

5．対処すべき課題 

当法人を取り巻く状況として、譲渡数を大きく上回る保護相談が継続して寄せられており、保護

数を減らすためにTNRを推進しても、他市町からの相談増加により対応が追いつかない状況に
ある。 

また、生活困窮している餌やり者からの相談が増加していること、保護猫にFIPが発症するなど
医療面での負担が生じていることから、今後も安定した財源確保、保護環境整備及び医療対応

力の強化が課題である。 

このため、今後も以下の課題に重点的に取り組む必要がある。 

・不妊去勢手術の推進による繁殖防止 

・保護猫の医療及び飼養環境の維持改善 

・譲渡促進及び適正譲渡体制の強化 

・寄付、物品販売等を通じた財源確保 

・生活困窮世帯等に対する支援体制の検討 

・行政、関係機関及び支援者との連携強化 

・情報公開及び広報体制の充実 

6．次年度に向けた方針 

次年度においても、定款に定める目的及び事業に基づき、福岡県筑後地域及びその周辺におい

て、猫の不妊去勢手術の推進、保護・治療・譲渡・福祉に関わる活動、啓発活動その他必要な事

業を継続する。 

また、自前クラウドファンディングや政治家を巻き込んだ意見交換会など、令和6年度に新たに実
施した取組を踏まえ、支援者との関係強化、情報発信の充実及び財源確保に努めるとともに、

多頭飼育崩壊、生活困窮世帯、飼い主逝去等に起因する複雑な相談案件にも対応できるよう、

行政及び関係機関との連携強化、保護猫の飼養環境の維持改善並びに継続的な法人運営体

制及び役割分担の整備を進めていく方針である。 

以上 
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